
〒617-0814 長岡京市今里南平尾 8 番地 受付時間 （原則） ： 平日 8:45 ～ 19:30 （木曜日は 17:00 まで）

地域医療支援室
TEL　075-956-3825
FAX　075-956-3826

れんけいだより
S A I S E I K A I  K Y O T O  H O S P I T A L

2022
Mar. 03vol.24

T O P I C S

　　当院は乙訓地域の基幹病院として、 すべての分

野の眼科疾患の外来診療を行っております。 手術

加療は主に白内障手術ですが、 緑内障手術や、 翼

状片などの手術も対応しております。 白内障手術 ・

緑内障手術は片眼につき２泊３日の入院もしくは日

帰り入院にて施行しております。 眼科手術日は原則

木曜日ですが、 火曜日にも施行することもあります。

乙訓地域において、 入院での眼科手術が可能な唯

一の施設ですので、 全身麻酔での白内障手術も対

応しております。 ２０２０年度の手術実績を振り返り

まして、 日々、 感じておりますことなどをご紹介さ

せていただきます。

当院での
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　まず、 １年間の白内障手術 （水晶体再建術 , 緑内

障手術と同時手術を含む） は３９０眼でした。 コロ

ナウイルス感染症の影響もあり、 例年より１００件程

白内障手術

度減少しました。 局所麻酔での手術は３７２眼、 全

身麻酔での手術は９件１８眼でした。 全身麻酔が必

要であった理由は、 認知症のため７件、 精神疾患

のため１件、 不随意運動のため１件でした。 認知症

のため局所麻酔が不可能となり、 全身麻酔での手

術となる方が大半を占めております。 ご高齢である

ため、 全身疾患も多様で、 全身麻酔のリスクが高

いだけでなく、 進行した成熟白内障であったり、 水

晶体を支えるチン小帯が脆弱になっており、 白内障

手術自体の合併症のリスクも高い場合がほとんどで

す。

　また、 術後眼をこすってしまう、 術後の点眼がで

きないなど術後管理面での問題も多々あります。 そ

れでも、 少しでも良く見えるようになりたいという

ご本人様の思いや、 ご家族様のご希望も考慮し、

施設のスタッフ様を含む周囲の方々のご協力をいた

だきながら、 手術加療をすすめております。 視覚障

害と認知機能の関連も示唆されており、 今後、 認

知症の予防 ・ 進行抑制の観点からも、 白内障の手

術が推奨される可能性があります。 白内障があって

も、 もう高齢だからと手術を希望されない方もおら

れますが、 人生は意外と長いこともあります。 さら

に高齢になった時、 眼が見えないことは大きなデメ

リットになります。 定期的に健診をうけ、 眼の状態

を把握したり、 眼の不調があれば眼科を受診し、 ご

自身の眼の状態を確認いただくことが大切だと思い

ます。

　次に、 緑内障手術件数は３１件でした。 当院では

２０２０年１０月から緑内障手術も取り入れておりま

す。 施行しております術式は眼内繊維柱帯切開術

で、 低 侵 襲 緑 内 障 手 術 （MIGS:minimally 

invasive glaucoma surgery） の一つです。

　緑内障は、 眼圧を下降させることが唯一の治療と

言われており、 点眼によって眼圧を下降させる薬物

治療が一般的です。 眼内繊維柱帯切開術は、 眼の

中の水 （房水） を眼外へ排出する際の抵抗部分で

ある繊維柱帯の一部を切開し、 房水排出を促すこと

で、 眼圧が下降しやすい状態にする手術です。 手

術の目的は眼圧下降、 緑内障の進行抑制ですが、

緑内障点眼数を減らすことも目的の一つです。 薬物

治療で眼圧下降や緑内障進行抑制ができている患

者様でも、 緑内障点眼数を減らすことができれば、

患者様およびご家族様の経済的負担や時間的負担

も軽減できます。 眼内繊維柱帯切開術は、 白内障

手術と併用することが可能ですので、 緑内障治療

中の患者様が、 白内障手術を受けられる際には、

視野障害の程度や、 患者様のご希望なども考慮し

て、 手術術式を決定しております。 当院にて眼内繊

維柱帯切開術を受けられた患者様は、 緑内障治療

点眼を減量できたり、 投薬なしでも進行が抑制され

ております。

　最後になりましたが、 地域の先生方におかれまし

ては、 いつも、 たくさんの患者様のご紹介をいた

だき、 心より感謝しております。 また、 手術前など

には、 全身状態や診療内容などのご教示をいただ

き、 本当にありがとうございます。 これからも、 患

者様の安全 ・ 安心を第一に、 よりよい眼科医療を

提供できるよう、 職員一丸となり診療にあたらせて

いただきます。 今後とも、 どうぞ宜しくお願いいた

します。
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